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研究分野：消費者行動、行動デザイン、

マーケティングコミュニケーション、マーケティングリサーチ

消費者の行動傾向を分析することを通して、製品やサービスの価値を高める方法を考
えていきます。製品･サービスの利用実態調査や消費者行動実験を行うことによって、既
存の製品・サービスの問題の発見と改善、また、新しい製品・サービスの開発を行って
いきます。

ママーーケケテティィンンググ・・消消費費者者行行動動

「ミニ新居」
工務店と顧客をつなげるコミュニケーションツール
（第31回全日本DM大賞金賞グランプリ） 「ひふみ」

石州和紙のグリーティングカード（用途開発）
（第2回石州和紙デザインコンペグランプリ）

Yamada (2009; JESP) 
“Appreciating art verbally: Verbalization 
can make a work of art be both 
undeservedly loved and unjustly maligned”

Yamada et al. (2014; FQAP) 
“The effect of an analytical 
appreciation of colas on consumer 
beverage choice”

Yamada & Kim (2016; SSJJ) 
“Option-splitting effects in poll 
regarding Japan’s right to exercise 
collective self-defense”

プロダクト・サービスの開発例

消費者行動の調査例

関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標
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■■ププロロダダククトトデデザザイインン・・ククララフフトトデデザザイインン

ユーザの快適で情緒的な満足を提供するため、形・色・素材による造形表現を重視
したデザイン開発を行なっています。また、日本の近代工芸デザイン史を調査するこ
とで、時代の変化に合わせたデザインプロセスを探っています。

ププロロダダククトトデデザザイインン・・ククララフフトトデデザザイインンとと
日日本本近近代代デデザザイインン史史のの研研究究

関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標

人人間間文文化化学学部部 生生活活デデザザイインン学学科科 講講師師 星星野野 祥祥子子
研究分野：プロダクトデザイン、クラフトデザイン、

日本近代デザイン史

■■日日本本近近代代工工芸芸デデザザイインン史史

明治・大正・昭和初期にかけての京都の漆工芸界を研究しています。明治維新により西洋化が進み、美術や工芸と
いう日本語が登場し、やがて工業デザインが誕生していきますが、漆工芸産業は、陶磁器や織物といった工芸と並び、
当時の国の重要な殖産興業策の一つでした。美術・工芸・工業デザインが分岐していく時代を詳しく調査することにより、
時代の変化に合わせてどのようにデザインを行なっていったらよいかを探っています。

左：Moon Catcher（星野祥子・作品）2020年
右上：よりそいカップ※（株式会社象彦）2015年
右下：花寄せ銘々皿カラーリング※（株式会社象彦）2014年

※知的財産権は株式会社象彦が所有
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